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【機密性２】
１．加古川流域の概要

加古川河口干潟には、希少な動植物を含めた多様な種類の動植物が生育・生息しているほか、
瀬戸内海で東に位置し、日本の重要湿地500に選定されている。
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【機密性２】
２．河口部における河川改修事業の概要
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【機密性２】

加古川の河口部は、目標流量5,700m3/s に対して、現況流下能力が4,400m3/s であるが、河口部は大規模な工場が
立地し、家屋連担地区であるため、引堤や放水路の建設は困難なことから、河道掘削や横断工作物の改築等が必要で
ある。
河口部の河川環境は、河口干潟、塩沼植物群落等の貴重な河川環境が存在しており、これらに配慮した断面形状で実

施する必要がある。

２．河口部における河川改修事業の概要
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＜工事の実施状況＞

浚渫工事の実施状況

0.0k

＜河川改修事業の履歴＞

H29
R1
R2
整備計画河道

H24
H25
H26
H27
H28
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３．河口部の浚渫の考え方

加古川における干潟環境の考え方
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ヨシ群落

潮が引いたときに
陸地になる箇所
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干潟環境

干潟
環境
②

干潟
環境
①

横断図位置

河口

Ａ Ｂ

第1段階
掘削範囲

第２段階
掘削範囲

掘削平面イメージ図

掘削横断イメージ図

干潟環境

潮が引いた時に
陸地になる箇所

第２段階
掘削範囲

：掘削範囲

ＢＡ
第１段階
掘削範囲

第２段階
掘削範囲

３．河口部の浚渫の考え方

・河口部掘削の順序を２段階で計画しており、現在第２段階の掘削範囲に着手中。
・干潟を改変せずかつ干潟の平均的な法面勾配を確保する断面で掘削を実施。

掘削勾配の考え方 8



【機密性２】
３．河口部の浚渫の考え方

順応的管理のフロー

掘削の
見直し

干潟に
影響あり 干潟に影響なし

次の施工段階（掘削）へ移る

１．事前モニタリング調査

２．掘削（部分的な掘削）

３．事後モニタリング調査

掘削とモニタリングの繰り返し

４．評 価

掘削の実施と並行して環境モニタリングを実施し、影響の評価により随時掘削範囲等を見直す。

〇モニタリング項目
・鳥類・魚類・底生生物・昆
虫類等の動物相の調査
・塩沼植物群落・ヨシ群落
等の植物相の調査
・塩分濃度等の水質調査
・干潟形状等の地形・底質
調査
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【機密性２】
４．河口部の環境モニタリング結果（地形変化）

0.8k

1.8k

干潟①

干潟②

長期的には干潟部分に大きな変化は見られないが、平成30年7月豪雨による侵食や経年的
な堆砂の進行により、比高差が広がっている。
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【機密性２】
４．河口部の環境モニタリング結果（地形変化）

       
      

 

H28.9.15 

H29.9.15 

H30.8.20 

R1.5.17 

砂州下流で堆砂が進行 

H30.7 豪雨で水際侵食 

やや堆砂 

ワンド内に流木等堆積 

R2.9.16 

長期的に干潟位置は変化なし

UAV空撮画像の経年比較（加古川0.8k付近右岸）
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H29.9.15 

H28.9.15 

H30.8.20 

R1.5.17 

H30.7 豪雨により河岸侵食 
H30.7 豪雨により河岸侵食 

R2.9.16 
ワンドの形状等は変化なし 

UAV空撮画像の経年比較（加古川1.2～1.8k付近左岸）
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河口干潟のモニタリング調査箇所

調査項目 調査地点 調査時期・頻度

魚類
河口干潟①
河口干潟②
水際植生①

夏季（1回）：令和元年7月12～17日
春季（1回）：令和2年3月3～5日

底生動物
河口干潟①
河口干潟②
水際植生①

夏季（1回）：令和元年7月12～17日

陸上昆虫類等
河口干潟②
水際植生①

夏季（1回）：令和元年7月24～26日

植物
河口干潟①
河口干潟②
水際植生①

夏季（1回）：令和元年7月31日～8月2日
秋季（1回）：令和元年10月23～25日

干潟
河口干潟①
河口干潟②

夏季（1回）：令和元年7月31日～8月2日

現地地形調査
河口干潟①
河口干潟②

工事前（1回）：令和元年9月24～25日
工事後（1回）：令和2年3月3～5日

調査項目及び実施時期

人為的改変とレスポンスの関係

参照：「汽水域の河川環境のとらえ方に関する手引書」（汽水域の河川環境の捉え方に関
する検討会 平成16年5月）

※青線は現地地形調査箇所

４．河口部の環境モニタリング結果（生態系変化）
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水際植生①
（2.7k～3.8k付近）

河口干潟②
（1.1k～2.7k付近）

河口干潟①
（0.2k～1.3k付近）
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河道掘削工事開始以降も魚類の着目種10種すべてを確認しており、塩分や底質の変化に
敏感なハゼ科魚類の生息環境が維持されているといえる。

魚類 着目種の確認状況

４．河口部の環境モニタリング結果（生態系変化）

魚類調査

調査期間内に確認された着目種の個体数

着目種 H27 H28 H29 H30 R1
シラウオ 3 1 4 1 4
ボラ 870 2232 698 535 2099
スズキ 462 464 433 2603 1035
ヒモハゼ 9 5 13 5 45
トビハゼ 目視 目視 目視 目視 目視
マハゼ 270 456 869 589 768
マサゴハゼ 16 25 39 17 6
ヒメハゼ 559 967 1161 76 227
チクゼンハゼ 10 4 7 3 34
エドハゼ 8 9 22 14 32
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【機密性２】

平成28年度以降、底生動物着目種19種のうち、18種を確認しており、着目種の生息状況に大きな

変化はみられない。ヨシ原や砂質、泥質といった異なる底質環境を好む種も経年的に確認されて
いることから、汽水性底生動物にとって多様な生息環境は維持されているといえる。

底生動物 着目種の確認状況

底生動物調査

４．河口部の環境モニタリング結果（生態系変化）
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【機密性２】

平成27年度以降、陸上昆虫類の着目種６種のうち、4種以上を継続して確認しており、生息環境は維
持されているといえる。
なお、干潟のヨシ群落と隣接する砂泥地という限定的な環境に生息するヨドシロヘリハンミョウをH28以
降、継続して確認しており、良好な環境が維持されている。

陸上昆虫類等調査

４．河口部の環境モニタリング結果（生態系変化）

調査期間内に確認された着目種の個体数

陸上昆虫類 着目種の確認状況

着目種 H27 H28 H29 H30 R1
コハンミョウ 0 1 0 0 0
ヒゲコガネ 26 39 61 14 70
セマルケシマグソコガネ 24 3 1 11 270
ヨドシロヘリハンミョウ 0 5 3 20 19
キバナガミズギワゴミムシ 12 1389 615 541 283
ウミホソチビゴミムシ 144 15 50 15 129
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【機密性２】

工事前｜ 工事中

河口干潟①

工事前｜ 工事中

河口干潟②

ヨシ群落の面積は同程度で
維持されている

1.2k～1.4kの自然裸地が
消失

ヨシ群落が減少傾向にあり、
干潟の乾陸化が進行している

工事前｜ 工事中

水際植生①

自然裸地が減少

ヨシ群落が減少傾向にあり、
干潟の乾陸化が進行している

なお、植物着目種８種のうち、５種は
継続して確認されており、生育環境に
大きな変化は生じていないといえる。
【着目種】
確認済：ホソバノハマアカザ、ハマボウフウ、アイアシ、

ナガミノオニシバ、シオクグ
未確認：ウラギク、ハマニガナ、イソヤマテンツキ

植生の経年変化
植物調査

４．河口部の環境モニタリング結果（生態系変化）
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◆ 場 変化 （過去( ) 現況( )）
距離標 -1 0 1 2

0.0 -0.1 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.1

0.0 -0.4 0.1 0.0

0.0 0.1 1.2 0.4

0.0 0.0 0.0 0.0

左岸 0.0 -17.7 -4.6 4.5

右岸 0.0 -10.2 13.3 0.3

0.1 0.9 -0.6 -0.4

早瀬の面積（ha） 0.0 0.0 0.0 0.0

淵の面積（ha） 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 -0.5 -0.7 -0.4

0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 1.4 0.4 2.9

0.0 0.2 1.3 2.4

陸
域

水
際
域

水
域

汽
水

2時期の数値の差（H26-H22）
（面積、延長距離、割合など）

6.水際自然率（%）

4.外来植物群落面積(ha)

5.水生植物群落面積(ha)

2.河辺性の樹林・河畔林延長（km）

1.低・中茎草地面積(ha)

3.自然裸地面積(ha)

典
型
性 7.水際の複雑さ（水際延長距離/流心部延長距離）

8.連続する瀬淵

9.ワンド・たまり面積(ha)

10.湛水域面積(ha)

11.干潟面積（ha）

12.ヨシ原面積（ha）

：改善傾向
（前の時期の30%以上変化）

：悪化傾向

（前の時期の30%以上変化）
：前の時期の30%以上の変化な

※典型性4、10は減少が改善傾向、

増加が悪化傾向

５．河口部浚渫における課題

河川環境管理シートによる評価
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H22⇒H26 H26⇒R1
-1 0 1 2

0.0 0.0 0.0 0.0

- - - -

- - - -

0.0 0.5 0.5 0.1

- - - -

0.0 15.5 -28.7 1.8

0.0 18.8 -0.3 -7.4

-2.1 -1.1 0.2 0.3

- - - -

- - - -

0.0 0.4 0.0 0.0

- - - -

0.0 4.0 1.2 0.0

0.0 0.0 0.1 1.1

◆生息場の変化量

H30年度出水による浸食の影響
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今後、学識者を加え、干潟環境の改善

に向けて干陸部分の改変等を検討する

ヨシ原・干潟面積が回復しづらい

洪水によるフラッシュが生じにくくなる

干潟環境の樹林化（陸生）の進行

外来植物の増加

満潮位より地盤が高い箇所の増加

継続的に干潟付近へ土砂が堆積

５．河口部浚渫における課題

加古川干潟環境の現状
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漁協関係者からの要望を受けた兵庫県の要請を受け、現在実施中の河口部浚渫工事にて発
生した土砂を貧栄養化対策と土砂供給のため、淡路島北部に位置する鹿ノ瀬に投入している。

兵庫県／いかなご漁について (hyogo.lg.jp)

６．河口部浚渫土の活用状況

5月29日毎日新聞朝刊より
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https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk16/ikanago.html
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